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　R
E05

肴
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
背
割
道
路
の
利
活
用
提

案
と
い
う
具
体
的
な
目
的
を
掲
げ
る
一
方
で
、「
つ
な
が
り
」

と
い
う
柔
ら
か
な
言
葉
も
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
そ
の
「
つ
な
が
り
」
か
ら
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て

考
え
て
い
こ
う
と
い
う
特
別
講
義
をR

E05

の
事
前
説
明
会
と

合
わ
せ
て
、
去
る
６
月
26
日
、
肴
町
公
会
堂
に
て
開
催
さ
せ
て

頂
い
た
。

　
こ
の
講
義
は
、"R

E05

肴
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
事
前
講

義
「
つ
な
が
り
か
ら
地
域
の
魅
力
を
つ
く
る
」"

と
題
し
、
講

師
に
は
静
岡
大
学
情
報
学
部
教
授
の
笹
原
恵
氏
、
横
浜
、
石

巻
で
活
動
す
る
建
築
家
西
田
司
氏
を
お
招
き
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
と
こ
れ
か
ら
を
軸
に
講
義
が
進
ん
だ
。

　
会
場
と
な
っ
た
肴
町
公
会
堂
に
は
、商
店
街
に
携
わ
る
方
々
、

学
生
、
社
会
人
、
と
80
名
を
超
え
る
多
種
多
様
な
来
場
者
が
詰

め
か
け
、
熱
気
を
帯
び
た
。

　
横
浜
で
活
躍
す
る
若
手
建
築
家
の
西
田
司
氏
は
、
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻
市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取

り
組
み
を
主
に
紹
介
し
、
従
来
型
の
リ
ゾ
ー
ト
型
観
光
で
は
な

く
里
帰
り
を
体
験
す
る
よ
う
な
観
光
計
画
や
、
工
房
を
併
設
し

た
拠
点
整
備
な
ど
細
や
か
な
実
践
を
披
露
し
た
。
街
を
作
る
時

の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
当
た
り

前
だ
っ
た
、
商
業
や
観
光
、
活
性
化
と
い
う
意
味
合
い
が
変
化

し
て
い
る
。
西
田
氏
の
活
動
は
そ
の
変
化
を
見
事
に
キ
ャ
ッ
チ

し
、
実
行
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
一
方
、
同
じ
く
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
た
静
岡
大
学
情
報
学
部

教
授
笹
原
恵
氏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
震
災
後
の
新
し
い
時
代

に
直
接
コ
ミ
ッ
ト
す
る
西
田
氏
と
は
対
象
的
に
、
歴
史
を
紐
解

き
な
が
ら
現
代
を
考
え
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
自
身
の
分
野
で
あ
る
社
会
学
は
、
噛
み
砕
い
て
言
え
ば
人
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
学
問
だ
そ
う
だ
。
人
と
人
と
が
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
き
た
か
、
家
族
、
友
人
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
自
治

組
織
な
ど
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
２
０
０
５
年
の
大
合
併

肴
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

６
月
26
日
レ
ク
チ
ャ
ー

「
つ
な
が
り
か
ら
地
域
の
魅
力
を
考
え
る
」

伊東 隆司

肴町からの声

1930 年生まれ
現在 伊東商店店主、肴町発
展会会長

レ
ポ
ー
ト
ア
ン
テ
ナ
代
表  

辻 

琢
磨

　
浜
松
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
協
議

会
は
、
設
立
三
年
目
を
迎
え
る
今

年
度
か
ら
、
街
の
主
体
者
で
あ
る

地
権
者
や
住
民
が
自
分
た
ち
で
自

分
た
ち
の
街
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
具

体
的
な
自
治
組
織
と
協
力
し
、
自

分
た
ち
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
践
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

　
そ
の
第
一
弾
と
な
るRE05

肴

町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
心
市

街
地
に
位
置
す
る
肴
町
自
治
会
と

　
に
ぎ
わ
い
協
議
会
を
中
心
に
若

い
ス
タ
ッ
フ
と
地
元
の
人
達
と
が

一
緒
に
一
つ
の
こ
と
を
考
え
て
い

く
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
期

待
感
が
あ
り
ま
す
。
背
割
道
路
の

問
題
は
自
分
た
ち
も
見
落
と
し
が

ち
な
部
分
で
も
あ
っ
た
の
で
、
違

う
視
点
が
入
る
こ
と
に
よ
る
新
鮮

な
提
案
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
若

い
ス
タ
ッ
フ
に
関
し
て
も
、
好
き

な
事
に
対
し
て
今
の
安
定
を
求
め

な
い
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
姿
勢

に
関
心
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

で
も
あ
る
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
う
部
分
も
含
め
て
、
今

後
ど
う
い
う
発
展
を
し
て
い
く
か

が
楽
し
み
で
す
。

肴
町
の
商
店
街
組
織
で
あ
る
肴
町

発
展
会
の
協
力
を
得
て
、
四
ヶ
月

に
わ
た
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
肴
町
と
有
楽
街
を
結
ぶ

細
い
路
地
（
通
称
： 

背
割
道
路
）

を
取
り
上
げ
、
こ
の
空
間
の
利
用

価
値
に
つ
い
て
公
募
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
考
え
、
実
践
し
て
い
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

 

　
私
達
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
今
年

十
一
月
の
こ
の
背
割
道
路
を
利
用

し
た
短
期
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、

八
回
の
話
し
合
い
の
場
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
を
設
け
、肴
町
の
方
々

に
ス
タ
ッ
フ
の
調
査
や
提
案
に
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
と
も

に
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

 

　
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
拠
点

は
、
肴
町
に
あ
る
築
四
十
四
年
の
昭

和
の
趣
の
あ
る
ビ
ル
「
小
林
ビ
ル
」

で
す
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
多
大
な
る

ご
協
力
の
も
と
、
空
室
を
貸
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開催場所

拠点となる小林ビル

スケジュール

で
浜
松
市
の
自
治
会
は
７
３
８
に
膨
れ
上
が
っ
た
と
い
う
。
自

治
会
と
い
う
組
織
も
こ
の
大
合
併
で
同
一
市
町
村
内
で
格
差
が

生
ま
れ
、
高
齢
化
率
や
世
帯
数
比
率
に
市
街
地
と
山
間
部
で
大

き
な
溝
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
こ
こ
で
市
街
地
に
目
を
向
け
て
み
た
時
、
自
治
体
組
織
の
構
築

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
が
、
浜
松
ま
つ
り
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
こ
の
日
の
笹
原
氏
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
一
年
の
殆

ど
を
た
っ
た
３
日
間
の
た
め
の
準
備
に
費
や
す
浜
松
ま
つ
り
の

運
営
母
体
は
地
域
自
治
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
祭
り
の

組
織
体
系
が
日
常
の
自
治
運
営
に
そ
の
ま
ま
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
笹
原
氏
は(

本
番
の
盛
り
上
が
り

は
言
わ
ず
も
が
な)

こ
の
浜
松
ま
つ
り
の
日
常
的
な
側
面
に
着
目

し
、
浜
松
ま
つ
り
が
日
常
生
活
を
含
ん
だ
地
域
活
性
化
に
如
何
に

貢
献
し
て
い
る
の
か
を
説
い
て
く
れ
た
。
新
し
い
価
値
観
を
細
や

か
に
創
り
だ
す
西
田
氏
と
対
照
的
に
、
笹
原
氏
の
研
究
は
今
す
で

に
あ
る
歴
史
や
組
織
の
再
評
価
し
、
地
域
資
源
と
し
て
見
出
し
て

い
く
術
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
後
の
来
場
者
を
含
め
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
多
様

な
意
見
が
交
換
さ
れ
、こ
の
日
の
講
義
は
盛
況
に
幕
を
閉
じ
た
。

現
状
を
直
視
し
、
細
や
か
に
新
し
い
価
値
観
を
実
践
す
る
西
田

氏
の
活
動
と
、
歴
史
に
目
を
向
け
そ
の
価
値
を
再
評
価
す
る
笹

原
氏
の
研
究
は
、「
つ
な
が
り
か
ら
地
域
の
魅
力
を
つ
く
る
」

と
い
う
今
回
の
講
義
テ
ー
マ
か
ら
見
直
し
た
時
、
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

おりた・ちあき折田 千秋 

大学の建築サークルの先輩に勧められ
参加しました。
調査、企画、話し合い、人とのコミュ
ニケーションなど自身の成長に繋がる
要因が多くあります。この機会を大切
にし、励んでいきたいです。

1993年 青森県十和田市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科１年

いとう・さら伊藤 彩良

文芸大の建築サークルでこのプロジェ
クトを知り、学校では学べない体験が
したいと思い参加しました。この機会
に一つでも多くの事を吸収し今後に生
かしたいです。また、たくさんの繋がり
をつくりコミュニケーションの輪を広げ
たいと思います。

1993年 岐阜県大垣市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科１年

あおぬま・かつや青沼 克哉 

浜松西高校を卒業し、現在は建築学を
勉強しています。もともと浜松の中心市
街地に対して何か建築的なアプローチ
はできないかと考えていた時、このプロ
ジェクトを見つけました。この活動を実
践の場とし、自らのターニングポイント
と捉えてやっていきたいと思っています。

1989年 静岡県浜松市生まれ
早稲田大学大学院修士１年

つちや・りゅうたろう土屋 龍太郎

社会人として浜松市に帰ってきて、昨
年の RE03 から参加させていただいて
います。RE05 の参加者や肴町の人々
とコミュニケーションをとることで生ま
れる可能性を楽しみにしています。こ
れから宜しくお願いします。

1985年 静岡県浜松市生まれ
浜松ホトニクス勤務

つかもと・まゆ塚本 麻友

大学の講義でこのプロジェクトを知り、
活動に参加させて頂きました。学校で
は外部の人々と関わる機会はなかなか
無いので、様々な人々と関わり合いな
がら自分の視野を広げ、楽しく活動し
ていけたらと思います。

1991年愛知県刈谷市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科３年

かねた・りさ金田 梨沙 

これまで京都、東京、仙台、浜松、別府、
イギリス、大阪…と様々な土地で過ご
してきました。色んな土地で過ごした
事で出会いは必然だと感じております。
RE05 への参加も縁あっての事で、様々
な分野の方と出会えお話を伺える事が
とても楽しみです。

1987年 京都府京都市生まれ
パッケージ制作会社勤務

くりた・よしき栗田 佳樹 

大学の授業の一環でこのプロジェクト
に参加しています。初対面の方々との
活動は常に新鮮で、様々な事を学ばせ
ていただいております。
多くの人と関わることで、自分の見識
を広げていきたいです。

1991年 静岡県川根本町生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科３年

やました・やすひろ山下 泰弘

RE03 から参加させて頂いている山下
泰弘です。
子供の頃から遊びに来ていた街中から
昔の様なにぎわいがなくなってしまった
ことに寂しさがあります。参加する仲
間、街の人たちと協力し、活気がある
街を取り戻したいです。

1985年 静岡県浜松市生まれ
派遣会社勤務

ふしみ・あやの伏見 綾乃

大学３年生の時から自治会の調査を行っ
ていることもあり、その繋がりから今回の
プロジェクトを知ることとなりました。大
学で学んだことが、実践の場で活かせて
いけたらと思っております。また、大学生
の自分では知り合うことのできない人と、
接することもとても楽しみにしています。

1990年 静岡県静岡市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科 4 年

なくら・さき名倉 早紀

私は浜松市出身なので、このプロジェ
クトを通して自分の生まれ育ったまちを
もっとより良いものにしていけたら、と
思っています。
また、色々な方と関わることで自分の
視野を広げていきたいです。よろしくお
願いします。

1991年 静岡県浜松市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科４年

ばんの・たかひろ坂野 貴洋

静岡文化芸術大学で建築を学んでおり
ます。私はまだ、浜松に来て二年目で
すが、肴町の皆さんといろいろなお話
をする中で肴町や浜松のことをもっと
知り、浜松に住む人間として積極的に
まちづくりに参加していきたいです。
よろしくお願いします。

1992年 愛知県名古屋市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科２年

私
た
ち
が

RE05

の

運
営
ス
タ
ッ
フ
で
す

西田 司氏 笹原 恵氏








